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【授業の目的・ねらい】 

【授業概要】 

近年、脳認知科学の発展により、身体発達や運動発達だけではなく、知的発達、認知発達にも大きな

個人差があることが明らかになってきた。障害のあるなしでは児童・生徒を二分できず、それぞれ一人ひ

とりのニーズに合わせた教育支援が必要とされる時代になった。本科目では、一元論の思想であるインク

ルージョンの理念の実践を目指し、発達の個人差を前提とした、個人のニーズに合わせた発達臨床研究

の理論と実践を学ぶことを目的としている。この科目では、特に言語発達に着目し、言語発達支援、言語

発達臨床を行動分析学の視点から学ぶ。 

なお、発達臨床特論（１）と発達臨床特論（２）の履修順序は問わない。 

 

【授業の到達目標】 

この授業の具体的な到達目標は、以下の3つである。 

１．理念的・精神論的なアプローチではなく、合理的な方法で共生社会・インクルージョン社会を目指すた

めに、エビデンスに基づいた指導法を述べることができるようになる。 

２．言葉の発達が遅れた子どもに対して、エビデンスベースな支援方法を扱うことができるようになる。 

３．指導法の効果を客観的に評価できるようになる。 

【授業計画】 

第１回　発達障害がある子どもの言語指導の歴史 

第２回　言語行動の機能分析 

第３回　基軸行動発達支援法 

第４回　刺激等価性の成立 

第５回　言語ルールとソーシャルスキル 

第６回　早期言語指導 

第７回　イントラバーバル研究 

第８回　言語に関連する認知的スキル 

第９回　概念学修 

第１０回　数の指導 

第１１回　言語指導と家族支援 

 



第１２回　行動的アセスメント 

第１３回　先行刺激の操作 

第１４回　マンド・タクト 

第１５回　１事例の実験デザイン 

科目修得試験 

【評価方法】 

評価については、レポート評価（50％）、科目修得試験（50％）を総合しての評価となる。 
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